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３ 要旨

冬期にレタスを栽培すると、厳寒期に生育が停滞する。これは低温によると考えられるため、温度、品種間差及び幼苗

期の生育と球重の関係について検討した。その結果、低温伸長性は品種間で異なり、２℃における３葉位葉長の伸長率

が最も球重と相関が強く、伸張率118%以上で球重450g以上の品種群が分けられる。

(1) 草丈、葉数及び3葉位葉長を測定したところ、3葉位葉長が最も処理温度に対する応答が顕著である（図１）。

(2) ３葉位葉長の伸長率と球重との相関をみたところ、処理温度２℃でやや強い正の相関がみられる（表１）。

(3) 判別分析を行ったところ、450g以上の品種群を区別するには伸長率118%以上が必要である（図２）。

図１．低温と生育の関係

図２．球重と３葉位伸長率（２℃）

表１．球重と３葉位伸長率との関係
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